
■
光
山
寺
仏
教
婦
人
会
の
新
会
長
の
ご
紹
介
■

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
の
新
会
長
に
、来
島
和
子
さ
ん

令
和
六
年
度
前
半
の
光
山
寺
行
事
予
定
で
す
。

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
に
ご
挨
拶
の
言
葉
を
頂
戴

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
。

★
光
山
寺
法
要

「
本
年
度
よ
り
、光
山
寺
仏
教
婦
人
会
の
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

五
月
一
・
二
日
（
水
・
木
曜
）
春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
岡
本
達
美
師
）

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
様
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

十
月
一
・
二
日
（
火
・
水
曜
）
秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
市
川
幸
佛
師
）

四
月
十
六
日
、
光
山
寺
前
住
職
（
武
田
宣
）
が
満
八
十
七
歳
を
一

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
以
前
の
生
活
が
戻
っ
て
ま
い
り

★
山
口
教
区
・
萩
組

期
と
し
て
浄
土
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ま
し
た
。
生
前
は
ご
門
徒
の
皆

ま
し
た
。

六
月

一
日
（
土
曜
）

萩
組
総
代
会
総
会
・
研
修
会
（
泉
福
寺
）
代
表
の
み

様
、
有
縁
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
仏
教
婦
人
会
法
座
の
開
催
も
六
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
に
決

六
月

八
日
（
土
曜
）

山
口
別
院
、
永
代
経
法
要
（
萩
組
参
拝
日
）

前
住
職
は
、
昨
年
の
光
山
寺
報
恩
講
の
時
に
屋
内
で
転
倒
し
、
大

ま
っ
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
一
日
の
み
の
開
催
で
午
前
と
午
後
の
二
席
を
予
定

六
月
未
定
日
（

）

萩
組
仏
教
壮
年
会
総
会
・
研
修
会
（
未
定
）

腿
骨
を
骨
折
、
療
養
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
食
も
細
り
容
態
が
急

し
て
い
ま
す
。法
座
終
了
後
に
は
バ
ザ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
お
聴

六
月

十
日
（
月
曜
）

萩
組
仏
教
婦
人
会
大
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

変
い
た
し
ま
し
た
。

聞
し
て
い
た
だ
き
ま
す
様
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

七
月

日
（

）

萩
組
子
供
一
泊
合
宿
（
萩
幼
稚
園
）

親
族
の
み
の
密
葬
は
四
月
二
十
日
、
門
徒
葬
儀
は
四
月
二
十
四
日

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、会
員
相
互
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
守

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）

休
止
中

に
勤
修
し
、
多
く
の
ご
門
徒
の
皆
様
に
ご
会
葬
い
た
だ
き
ま
し
た
。
っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
の
意
を
引
き
継
ぎ
、ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
繋
い
で

★
仏
教
青
年
会

同
上

つ
な

県
外
ご
門
徒
の
皆
様
に
は
ご
連
絡
が
後
日
と
な
り
、
お
詫
び
申
し
上

ま
い
り
ま
す
。若
い
世
代
の
方
に
も
積
極
的
に
声
を
か
け
、で
き
る
だ
け
多
く
の

★
仏
教
壮
年
会

げ
ま
す
。

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
様
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
力
添

五
月
二
十
五
日
（
土
曜
）
午
後
六
時

仏
教
壮
年
会
総
会
（
本
堂
）

前
住
職
は
、
第
十
四
世
住
職
を
後
継
し
、
昭
和
五
十
九
年
よ
り
平

え
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

「
仏
事
の
イ
ロ
ハ
」（
講
師
、
浄
国
寺
住
職
）

成
二
十
八
年
迄
の
三
十
二
年
間
住
職
を
務
め
、
そ
の
後
も
令
和
五
年

■
法
要
時
・
無
料
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
■

★
仏
教
婦
人
会

春
ま
で
は
法
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
玉
江
浦
地
区
に
限
定
と
な
り
ま
す
が
、

五
月
一
九
日
（
日
曜
）
午
前
十
一
時

光
山
寺
初
参
式

振
り
返
り
ま
す
と
、
第
十
五
世
住
職
を
継
職
し
ま
し
た
折
り
に
は
、
法
要
時
の
無
料
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

五
月
三
一
日
（
金
曜
）
萩
組
仏
婦
連
盟
委
員
会
（
光
源
寺
）

本
堂
屋
根
瓦
の
葺
き
替
え
、
庫
裡
新
築
の
大
事
業
を
な
し
、
光
山
寺

と
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
高
齢
化
に
よ
り
車
の
運

六
月
二
一
日
（
木
曜
）
午
前
八
時

清
掃
・
莊
厳
・
リ
ハ
ー
サ
ル

境
内
地
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
住
職
在
任
中
に
は
、
萩

転
や
お
参
り
が
難
し
い
と
い
う
方
々
の
声
が
多
く
、
参
拝
者
の
利
便
性

六
月
二
三
日
（
日
曜
）
婦
人
会
法
座

（
講
師
、
岡
村
遵
賢
師
）

別
院
の
山
口
市
小
郡
へ
の
別
院
移
転
、
本
願
寺
の
京
都
移
転
四
百
年

を
図
る
た
め
に
運
行
す
る
も
の
で
す
。
玉
江
浦
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、

★
総
代
会

六
月
九
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

法
要
、
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法
要
・
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌

具
体
的
な
運
行
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
い
た
だ

★
護
持
会

六
月
九
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

法
要
の
懇
志
依
頼
や
団
体
参
拝
な
ど
の
事
業
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

け
た
ら
幸
い
で
す
。
尚
、
こ
の
運
行
は
、
旧
玉
江
浦
仏
教
婦
人
会
基
金

★
お
経
の
練
習
会
（
旧
、
礼
讃
の
夕
べ
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

し
た
。
中
で
も
萩
組
長
と
し
て
、
前
ご
門
主
様
が
ご
巡
教
さ
れ
た
の

と
萩
市
民
葬
祭
様
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

五
月
十
一
日
（
土
曜
）・
六
月

八
日
（
土
曜
）・
七
月
一
三
日
（
土
曜
）

を
記
念
し
て
の
記
念
法
座
（
現
、「
門
信
徒
の
集
い
」）
の
実
施
、
全

■
能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金
募
集
■

八
月

十
日
（
土
曜
）・
九
月
十
四
日
（
土
曜
）・
十
月
十
二
日
（
土
曜
）

員
聞
法
・
全
員
伝
道
を
目
指
し
て
の
門
徒
さ
ん
の
連
続
研
修
会
（
通

二
〇
二
四(

令
和
六)

年
一
月
一
日
、
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

称
「
連
研
」、
現
在
第
十
六
期
募
集
）
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
し
た
。

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
六
の
地
震
が
発
生
し
、
石
川
・
高
岡
・
富
山

六
月

十
日
（
月
曜
）・
八
月
一
九
日
（
月
曜
）・
十
月
二
一
日
（
月
曜
）

そ
の
他
、
光
山
寺
で
の
浄
土
真
宗
法
義
の
伝
道
に
尽
力
で
き
ま
し

・
国
府
・
新
潟
教
区
の
五
一
二
箇
寺
が
被
災
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裏
）
五
月
二
六
日
（
日
曜
）

た
の
も
ご
門
徒
の
皆
様
の
ご
厚
誼
の
お
陰
様
で
し
た
。
今
後
は
現
住

は
、
継
続
し
た
被
災
地
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
義
援
金
の
募
集
を

★
ヨ
ガ
教
室

午
後
四
時
四
〇
分
（
庫
裏
）

職
・
総
代
一
同
「
ご
門
徒
さ
ま
を
大
切
に
せ

開
始
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

五
月
十
一
日
（
土
曜
）・
一
八
日
（
土
曜
）・
二
五
日
（
土
曜
）

よ
」
と
の
前
住
職
の
意
を
体
し
て
寺
院
護
持

あ
げ
ま
す
。
光
山
寺
本
堂
に
仏
教
婦
人
会
に
よ
り
募
金
箱
を
設
置
し
て

★
仏
教
賛
歌
コ
ー
ラ
ス

午
後
■
時
（
本
堂
）

に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も

お
り
ま
す
。
直
接
の
お
振
込
は
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

た
す
け
あ
い

七
月
七
日
（
日
）
山
口
教
区
仏
教
賛
歌
の
つ
ど
い
（
山
口
別
院
）

皆
様
に
は
お
力
添
え
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

運
動
募
金
」
を
ｗ
ｅ
ｂ
検
索
く
だ
さ
い
。

※
コ
ー
ラ
ス
・
ヨ
ガ
教
室
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
テ
レ
ホ
ン
法
話

０
７
５
（
３
７
１
）
７
６
５
０
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■
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
■

《
テ
レ
ホ
ン
法
話
集
『
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
』（
第
一
集
）
よ
り
転
載
》

大
晦
日
恒
例
の
除
夜
会
で
富
く
じ
抽
選

か
け
が
え
の
な
い
日

滋
賀
教
区

三
宮
享
信

●
お
経
の
練
習
会
（
旧
、礼
讃
の
夕
）五
月
十
一
日（
土
曜
日
）午
後
八
時
よ
り
今
年
も
！

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。例
年
、
除
夜
会
は
大

あ
る
時
、
お
釈
迦
さ
ま
が
尊
い
教
え
を
説
い
て
お
ら
れ
る
こ

「
正
信
念
仏
偈
」の
練
習
を
し
て
き
ま
し
た「
お
経
の
練
習
会
」
も
今
年
で
三
十
四
年
目
と
な

晦
日
午
後
十
一
時
半
す
ぎ
よ
り
開
催
さ
れ

と
を
伝
え
聞
い
た
一
人
の
男
が
、
お
釈
迦
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
来

り
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
お
経
の
練
習
会
と
し
て
、本
年
も
五
月
か
ら
十
月
ま
で
の
月

ま
す
が
、
平
成
二
十
六
年
よ
り
鐘
を
つ
か
れ
る

て
尋
ね
ま
し
た
。

一
度
の
練
習
（
原
則
第
二
土
曜
日
の
午
後
八
時
）で
、お
経
本（
聖
典
）を
中
心
に
日
常
の
基
本

方
全
員
に
富
く
じ
抽
選
券
を
配
布
し
、
除
夜

「
お
釈
迦
さ
ま
、
あ
な
た
の
よ
う
な
悟
り
を
開
か
れ
た
仏
さ

的
勤

行
の
一
通
り
を
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昼
間
開
催
を
願
う
声
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま

会
終
了
後
の
新
年
の
お
勤
め
の「
修
正
会
」に
引
き
続
き
、富
く
じ
抽
選

ま
と
い
わ
れ
る
お
方
が
、
以
前
に
も
、
こ
の
世
に
お
出
ま
し
に

ご
ん
ぎ
よ
う

し
た
の
で
、
六
月
よ
り
開
催
時
間
を
変
更
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、そ
の
際
に
は
改
め
て
ご
連

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
は
約
六
十
名
の
参
加
者
の
中
、
富
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。
す
る
と
お
釈
迦
さ

絡
し
ま
す
。お
経
本
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
光
山
寺
に
て
用
意
し
ま
す
の
で
参
加
当
日
に
お
申

じ
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
景
品
当
選
者
は
二
十
名
で
し
た
。
尚
、
景

ま
は
、「
そ
う
だ
よ
、
私
の
前
に
も
多
く
の
仏
さ
ま
が
何
度
も
何

し
出
く
だ
さ
い
。
最
近
は
新
し
い
参
加
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
壮
年
の
方
、は
じ
め
て

品
出
品
に
際
し
て
は
、
総
代
会
と
仏
教
青
年
会
よ
り
、ま
た
福
引
き
抽

度
も
出
て
こ
ら
れ
た
の
だ
よ
」
と
お
こ
た
え
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
の
方
は
大
歓
迎
で
す
。（
お
申
し
込
み
は
不
要
・
無
料
で
す
）

選
会
で
は
仏
教
壮
年
会
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

男
は
さ
ら
に
「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
先
は
い
か
が
で
し
ょ

●
光
山
寺
初
参
式

五
月
十
九
日（
日
曜
）午
前
十
一
時

■
ヨ
ガ
教
室
募
集
中
■

う
か
」
と
聞
き
ま
す
と
、「
こ
れ
か
ら
後
も
、
多
く
の
仏
さ
ま
が

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り

「
腕
は
あ
が
り
ま
す
か
？
」

何
度
も
何
度
も
お
出
ま
し
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
お
っ
し

初
参
式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
五
月
十
九
日
午
前
十
一
時
、光
山

「
何
も
な
い
と
こ
ろ
で

つ
ま
ず
い
て
い
ま
せ

ゃ
い
ま
し
た
。

寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。生
後
三
年
く
ら
い
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
仏
の

ん
か
？
」

こ
れ
を
聞
い
た
男
は
、「
そ
れ
な
ら
今
、
仏
さ
ま
の
教
え
を
聞

子
と
し
て
育
つ
た
め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で
す
。
昨
今
子
供
の
減
少
が

実
生
活
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
身
体
作
り
、

か
な
く
て
も
、
こ
れ
か
ら
先
い
く
ら
で
も
聞
く
機
会
は
あ
る
。

激
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、ど
う
か
ご
親
戚
等
に
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

無
理
な
く
、ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
の
ヨ
ガ
教
室
で
！

今
、
何
も
苦
労
を
し
て
聞
く
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て

是
非
お
申
し
込
み
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年
月
日
等
を
光
山
寺
ま

ま
ず
は
体
験
か
ら
。

立
ち
去
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
し
て
、
こ
の
男
は
ふ

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。当
日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
・
自
宅
で
の
初
参
式
も
受
付
可
能
で
す
。

（
詳
し
く
は
別
紙
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
と
考
え
た
の
で
す
。「
ま
て
よ
、
こ
れ
か
ら
後
に
も
教
え
を
聞
く

●
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会

会
員
募
集
！

■
電
話
番
号
・
住
所
ご
連
絡
の
お
願
い
■

機
会
は
あ
る
と
い
う
が
、
し
か
し
今
で
も
何
度
も
そ
の
機
会
が

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
と
し
た「
親
鸞

近
年
、固
定
電
話
を
廃
止
さ
れ
る
ご
門
徒
の
方
が
増
え
て
参
り
ま
し

あ
っ
た
は
ず
だ
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
機
会
を
の
が
し
て
し
ま
っ

聖
人
鑚
仰
会
」
を
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の
で
、新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
門

た
。こ
の
為
に
、
御
取
越
や
お
紐
解
き
な
ど
の
行
事
連
絡
が
つ
か
な
い
こ

て
い
た
。
そ
う
す
る
と
今
日
の
こ
の
機
会
を
の
が
し
て
し
ま
え

お

と

り
こ

し

ひ

も

と

徒
に
限
ら
ず
、年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
、広
く
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
勉
強
す
る
学
習
会

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
固
定
電
話
等
を
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
光

ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
教
え
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
自

で
す
。年
会
費
は
二
千
円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。昨
年
度
か
ら
は
、『
教
行
信
証
』を
正
し
く

山
寺
に
一
報
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。

分
は
大
き
な
重
い
違
い
を
し
て
い
た
。
教
え
を
聞
く
の
は
今
を

学
ぶ
こ
と
を
中
心
に
学
習
し
て
い
ま
す
。『
浄
土
真
宗
聖
典（
註
釈
版
）』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

ま
た
、
納
骨
堂（
納
骨
壇
・
位
牌
壇
）所
有
者
の
中
で
、県
外
等
で
引
っ

お
い
て
他
に
は
な
い
」
と
。
こ
う
考
え
た
男
は
、
再
び
お
釈
迦

お
持
ち
で
な
い
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。
尚
、開
催
は
偶
数
月
第
三
月
曜
日
午
後
八
時
よ
り（
次

越
し
を
さ
れ
た
場
合
に
も
継
承
者
の
住
所
変
更
届
が
必
要
で
す
。お

さ
ま
の
も
と
へ
も
ど
り
、
真
剣
に
教
え
を
聞
い
て
、
立
派
な
弟

回
六
月
十
九
日
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
会
計
報
告
な
ど
の
郵
便
物
が
不
配
の
お
宅
が
増

子
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
い
か
が
で
し
よ
う
か
。
私
達
は
日
々

（
詳
細
は
別
紙
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）
え
て
お
り
ま
す
。お
手
数
な
が
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
生
活
に
追
わ
れ
て
、
つ
い
つ
い
、
明
日
と
い
う
日
に
あ
ま
え

●
仏
教
壮
年
会

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
を
！

尚
、
納
骨
堂
の
利
用
廃
止
な
ど
の
お
手
続
き
を
さ
れ
ず
、
連
絡
不

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
気
持
ち
が
、
今
日
と
い
う
か

仏
教
壮
年
会（
会
長
、
尾
方
忠
久
）で
は
、本
年
度
の
総
会
・
研
修
会
を
五

通
、
維
持
費
未
納
が
五
年
と
な
り
ま
す
と
無
縁
墓
へ
の
移
動
の
対
象
と

け
が
え
の
な
い
一
日
を
、
今
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
時

月
二
五
日
（
土
曜
日
）午
後
六
時
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
秋
に
グ
ラ
ウ

な
り
ま
す
。ま
た
、
他
地
域
の
墓
地
等
に
お
骨
移
転
の
場
合
に
も
、
法
律

を
無
駄
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

十
月
二
十
日
）
を
開
催
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

で「
改
葬
許
可
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
移
転
先
の
寺
院
や
墓
地
管

蓮
如
上
人
が
、「
仏
法
に
は
明
日
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
戒

ら
女
性
の
参
加
者
も
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。ま
た
、会
員
相
互
の
連
絡
を
密
に
す
る
た
め
Ｌ
Ｉ

理
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
県
外
在
住
の
皆

め
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
で
す
。
よ
く
よ
く
自
分
を
ふ
り
か
え

Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ「
光
山
寺
仏
教
壮
年
会
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
各
種
案
内
や
情
報
が
受
信
で

様
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

き
ま
す
。仏
教
壮
年
会
の
皆
さ
ま
に
は
、以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
グ
ル
ー
プ
登
録
く
だ
さ
い
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
テ
レ
ホ
ン
法
話

０
７
５
（
３
７
１
）
７
６
５
０

（第８２号） 光山寺新聞 ２０２４年（令和６年）５月１日（水曜日）


